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都市は子どもを守れるか
― 子どもを犯罪から守るまちづくり ―

■第 17 回　2007 年２月 10 日（土）

　　午後１時 30 分 ～ ４時 00 分 ( 受付 1時 )

講 師　

　　中村　攻 （千葉大学園芸学部教授）

コメンテーター

　　室﨑生子 （平安女学院大学非常勤講師）

　本プログラムは、建築士会継続能力開発（ＣＰＤ）

の認定プログラムです。

会　場	 梅田スカイビルウエスト 22 階

交　通	 JR 大阪駅中央北口から徒歩 10 分

参加費	 1000 円　文庫会員と学生は 500 円	

	                 （含資料代）

申込み	 当日先着順 100 名

　　（お問い合わせは npo@n-bunko.org まで）

　＊詳細はホームページをご覧ください。

	 http://www.n-bunko.org/

大都市内部、住宅地、ニュータウン、農村部

にいたるまで、地域を選ばず子どもたちへの犯

罪は起こっています。今日、子どもたちが痛ま

しい犠牲者とならないまちづくりは緊急の課題

です。

子どもを狙う凶悪で陰湿な犯罪は偶然そこで

起こったのではなく、そこを選んで起こってい

ます。その空間をつくり、そこでくらし、それ

を管理している大人の責任は大きいのです。

今回のフォーラムは犯罪現場をくまなく踏査

し、犯罪者がそこを選ぶ要素を解明することに

情熱を注いでこられた千葉大学中村攻教授をお

招きします。講師は子どもを守る防犯設計研究

の第一人者です。徹底的検証から抽出された建

築・都市の安全 ･ 安心をつくるための知見は子

を持つ親や住民、専門家が見落としていること

を気づかせてくれるでしょう。また、子どもを

犯罪から守る環境だけでなく、真に子どもの発

達にふさわしい遊び環境についても研究され造

詣の深い先生です。子どもを持つ親、住民、小

中学校、学童保育、保育所 ･ 幼稚園関係者、都

市 ･ 住宅地づくりの専門家・行政、子どもを育

てる環境に責任と関心をもっているすべてのみ

なさん。中村教授が関東からかけつけてくださ

る、この機会をお見逃しなく、ふるってご参加

ください。

　どこでどんな危機？


